
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

  経済成長や効率優先から、本物の豊かさとして自然環境との共生、資源循環型経済社会が 
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自然エネルギーによる町づくり 高知県梼原町（ゆすはらちょう）へ 

  ＥＣＯツアー 参加者募集！！！  

環境モデル都市梼原町
ゆすはらちょう

（高知県高岡郡）の見学会のご案内＝第1弾＝ 

 高知県高岡郡梼原町は、愛媛県の県境にある四国カルスト台地・標高 1400メートルの高原の町で、
四万十川の源流域です。面積の９割以上が森林で人口は約 3,800人です。 
豊かで厳しい自然環境を活かそうと町の取組が始まり、町内の総電力量の 3 割以上を自然エネル

ギーで賄い、環境モデル都市に選定されたのは 2009年。さらに小さな町の大きな決意と実行する目
標は「エネルギーの自給自足」です。 
 当会は、徳島県上勝町が町民挙げて取り組んでいる、ごみをすべて資源化する「ゼロウエストの

町」を３年前にＥＣＯツアーをしました。今回も、町民参加で小さな過疎の町が、全国的に評価さ

れ、県外から若者が移り住む魅力的な町を見てみませんか。 
 ◇９月２０、２１日（金・土）１泊２日  ◆事業説明は平日のみのため、早朝出発となりまいた◆ 

  【１日目】 新大阪駅６時発 新幹線みずほ乗車→岡山駅・四国ＪＲ特急乗車 高知駅からマ

イクロバス→昼食休憩 １３時 梼原町役場※にて環境モデル都市の事業説明。

太陽光発電施設/マルシェユスハラ※・小水力発電・木質ペレット導入施設・地熱

利用のプール等視察 ＜※世界的な建築家隈
くま

研
けん

吾
ご

さんが地元材で設計＞ 

   宿泊：雲の上ホテル※：マルシェユスハラ 外観が草葺の洒落た建物；温泉、地熱プール等

  【２日目】 日本３代カルスト台地 天狗高原：風力発電、四万十川源流域散策など 

坂本龍馬などの志士が駆け抜けた脱藩の道としても見どころ満載です。 

  ◇定員  １０名   

  ◇費用  約５万円 旅費（マイクロバス代含む）＋宿泊費（１泊２食約２万円）＋諸雑費 

       ！！！費用は高くかかりますが、脱原発の先にある自然エネルギーでの町おこし、

そして次々世代と地球のために決心した町の心意気を聴き、見てみませんか。 

ここが梼原町です！大阪から新幹

線＋ＪＲ四国＋高知からマイクロ

バスで半日かかりますが・・。 



 

宝塚市「みんなでつくろう 宝塚エネルギー」事業 

 第 1 弾 講演会「先進地に学ぶ再生可能エネルギー事業の普及」に参加しました 

 

宝塚市では、平成 23年（2011年）3月 11日に発生した東日本大震災による福島第一原子力発電所の
事故を契機に、原子力発電に頼らないエネルギーの関心が高まる中で、主体的に再生可能エネルギーをは

じめとする新エネルギーの導入や利活用の推進に取り組むため、市の地理的特性にあったエネルギーにつ

いて調査・検討を進めて 20、30 年後の宝塚の安全なエネルギーとは何かを見据えて取り組んでいます。
６月８日（土）、東公民館で開催された報告です。 

第 1部「自然エネルギーによる町づくり」～四万十川源流域における町づくりの挑戦～ 

高知県高岡郡梼原町
ゆすはらちょう

 環境モデル都市推進室 主事 那須 俊男さん 
環境モデル都市に選ばれた高知県梼原町の取り組みの紹介でした。風力、太陽、小水力、バイオマスな

ど幅広く、豊富なエネルギーに恵まれた梼原町において、その地域資源を有効活用するための方法を事例

ごとに説明されました。また、空いた農地をレンタルする千枚田や、行政の総合計画におけるコンセプト

の一貫性など、梼原町の地域活性化施策についてもお話がありました。 
～坂本龍馬 脱藩の足跡の町としても有名～ 
自身は、歴史に興味があり、坂本龍馬など志士たちの脱藩の足跡の町に胸躍りました。 

澤村惣之丞とともに、文久 2年（1862）3 月 24 日高知を出奔し 25日に梼原に到着、その夜、梼原の勤
王の志士那須俊平・信吾父子の道案内により宮野々番所を抜け、四万川茶や谷（ちゃだに）の松ヶ峠番所

を抜けて予土県境・韮ヶ峠（にらがとうげ）を越えて伊予の国（愛媛）に脱藩しました。 
  
第 2部「再生可能エネルギーは地域のもの」 
～市民の意思のあるお金で取り組む再生可能エネルギーの普及啓発～ 

おひさま進歩エネルギー株式会社 代表取締役 原 亮弘さん 
 長野県飯田市で太陽光発電を中心とした再生可能エネルギーの普及の一翼を担った同社の取り組みの

紹介でした。同社は市民出資を資金のベースにして太陽光発電事業などを行っている会社です。 
 会社の前身である NPO法人時代から現在に至るまでの話の中で、名も無い会社がなぜ出資というかた
ちで資金を集めることが出来たのかなど、再生可能エネルギー普及の考え方やヒントについて具体例を交

えながらお話がありました。                      【文責：土肥正将】 
  
 高知県梼原町エコツアー参加申込み書（9月 20，21日 1泊 2日） 
お名前（ふりがな）  
ご住所 〒（   －    ） 

 
連絡方法（連絡取りやすい所）  

Ｅ－ｍａｉｌ 

生年月日（保険加入時必要）  
 参加費振込先： 郵便振替 ００９２０－８－１５４４３７ 
 ※ＪＴＢ高知を通じての申し込みになり、１週間以内はキャンセル料が発生する場合がありますのでご

留意ください。 
 ※詳細スケジュールは、締切後お送りします。  ＦＡＸ ０７２１－６５－１２３７ 




